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車椅子の着座環境改善に関する研究
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項目 見掛け密度 硬さ 引張強さ 伸び 引裂強さ 圧縮残留歪
クッション (kg′m3) (N) (kPa) (㌔) (N′cm) (㌔)
AM 軟型 16 113 69≦ 120≦ 2.1≦ 7≧
C0 中間型 20 147 78≦ 120≦ 4.9≦ 6≧























































































皮験 着 く年 齢 ) 身長 体 重 BMI BIA (%
(cm) kK (30歳 未 満 男 子 )
21 156 78.8 32.4 肥 満 型 ) 35.0 (肥 満 )
B (21 172 70.0 23.7 (標 準 型 ) 26.0 肥 満 )
(21 171 68.4 23.4 (標 準 型 ) 22.0 (適 正 以 上 )
D く21) 170 60.8 21.0 (標 準 型 ) 18.0 (適 正 )
(21) 175 64.2 21.0 (標 準 型 ) 18.5 (適 正 )
(21) 176 61.4 19.8 (や せ 型 ) 17.0 (適 正 )
21) 8ー0 62.0 19.1 (や せ 型 ) ll.5 (適 正 以 下 )
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